
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．研究科・専攻の概要・目的 

 

 本研究科は、平成 18 年度に、それまでの社会環境科学研究科（博士課程）および文学研究科、法

学研究科、経済学研究科（いずれも修士課程）を改組して、３専攻の博士前期課程と１専攻の博士

後期課程からなる研究科として再出発した。このうち本事業にとくにかかわる博士前期課程の人間

文化専攻と社会システム専攻の入学定員はそれぞれ 25人と 18 人、担当教員は 51人と 44 人であり、

また博士後期課程の人間社会環境学専攻の入学定員は 12 人、担当教員は 90 人である。博士前期課

程の人間文化専攻は哲学、心理学、歴史学、語学、文学など、社会システム専攻は社会学、法学、

政治学、経済学などの専門分野で構成され、博士後期課程の人間社会環境学専攻はそれらのいずれ

をも包括する。授与学位は文学修士・博士、法学修士・博士、経済学修士・博士のほかに、総合的

な社会環境学修士・博士を用意している。 

 学則に明記する人材養成目的は、前期課程が「人文・社会科学領域において博士後期課程の基礎

となる専門的な教育研究を行い、独創性豊かな大学教員・研究者を目指す者を育成するとともに、

専門的実務能力を備えた高度専門職業人を養成することを目的とする」であり、また後期課程は「人

間社会環境領域に関する学際性・総合性に富んだ高度に専門的な教育研究を行い、この領域におい

て社会の一線で活躍する大学教員・研究者、及び高度専門職業人を養成することを目的とする」と

いうものである。 

 またそれぞれの課程で身につけさせる知識・技能については、前期課程が「人文・社会科学の個々

の領域における専門的な知識と技術、研究者・教育者・公務員・企業人・NPO 法人職員などとして

種々の事業を的確に遂行するマネジメント能力。現実社会の諸問題に即応できる課題探求能力・論

理的思考力・情報収集」であり、後期課程は「人間社会環境領域における学際的・総合的かつ高度

に専門的な知識と技術。研究・教育者あるいは専門的実務家として研究プロジェクトや国際協力事

業などをリードすることのできる企画・運営能力とリーダーシップ。専門家の立場から現実の諸課

題解決のための立案・提言をすることのできる高度な識見と洞察力」としている。 

 以上の理念の下に、本研究科の教育プログラムでは、それぞれの専門分野にかかわる講義や演習、

実習のほか、前期課程に｢文献情報論｣、後期課程に「共生社会環境論」といった総合科目を用意し、

また前期課程では｢論文指導Ⅰ・Ⅱ｣、後期課程では｢論文指導 A・B｣の修得を必修として、年次ごと

の段階的な学位論文作成指導に力を入れている。しかし、論文作成の前提となる、データ収集のた

めの実験・調査・文研探索といった研究活動に対する指導と支援がじゅうぶんに制度化・体系化さ

れていなかったため、すでに後期課程に開設してあった「プロジェクト研究」科目を前期課程にも

開設し、それを枠組みとして院生に研究資金を競争的に配分しつつ、その申請・研究遂行・成果と

りまとめという一連のプロセスを通じて密な研究指導を行う本事業を立案した。 

 

 

 

組織的な大学院教育改革推進プログラム 平成１９年度採択プログラム 事業結果報告書 

 

教育プログラムの名称 ： プロジェクト研究を通じた自立的研究者養成 

機 関 名 ： 金沢大学 

主たる研究科・専攻等 ： 人間社会環境研究科人間文化専攻・人間社会環境学専攻 

取 組 代 表 者 名 ： 鏡味 治也 

キ ー ワ ー ド ： プロジェクト研究、競争的研究経費配分、海外リエゾンオフィス、 

     国際共同セミナー 
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組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会における評価 

 

【総合評価】 

 

□  目的は十分に達成された 

■  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的はあまり達成されていない 

 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

プロジェクト研究による自立的研究者を養成するという教育プログラムの目的に沿って、

プロジェクト型教育、ピア・レフェリー、国際共同セミナーなどの計画が着実に実施され、

大学院教育の改善・充実に貢献している。特に、優秀な修士論文執筆者を無試験で博士後期

に進学させるという大胆な試み、査読論文数の増加等の定量的指標についてはある程度成果

が得られている。支援期間終了後には、大学によるリエゾン・オフィスの継続などの措置も

検討されている。 

情報提供については、ある程度の内容が社会へ公表されており、また、プロジェクト研究

を通した大学院生の自立、海外連携先でのリエゾン・オフィスの発展については目覚ましい

実績があり、大きな波及効果が期待される。 

留意事項については、教員の負担を考慮してプロジェクト研究運営委員会を設置し、アド

バイザーを雇用するなど、十分な対応がなされている。 

大学院生プロジェクト研究やアドバイザーの雇用などの教育研究経費は十分効率的・効果

的に使用されている。大学院生への競争的経費と外国旅費については、教員の負担を勘案し

て、より適正に配分されるよう工夫することにより、今後の成果が期待される。 

 

 

（優れた点） 

プロジェクト型の教育を軸に大学院生が主体的に研究を実施し、また海外のリエゾン・オ

フィスとも恒常的な連携を構築した取組は、自立的研究者養成の優れた教育モデルとして評

価できる。 

 

 

（改善を要する点） 

プロジェクト研究の一層の検証、他の教育機関への情報提供、自立的研究能力を具体的に

評価できるようなシステム構築について、更なる具体化に向けた検討が望まれる。 

 

 

 

整理番号A018  金沢大学




